





















































年 10 月に総 583 ページの『「縦割りホームルーム制」の実践』が発行された。ちなみにこの記念誌の題
字は岸本三次によるものである。
上述の記念誌は 2 部で構成されている。Ⅰ部の第 1章は、「若狭高校新聞」「生徒会関係資料」「福井
新聞」同窓会等からの「要望書」などのホームルーム制の資料である。資料集の最後にはホームルーム
制の年表が整理されている。第 2 章は編集委員会の呼びかけで寄稿されたホームルーム制の教育実践






関をめぐって̶」である。第 2 章は 2 人の卒業生の多分量の論文である。












あります」（鳥居 1950、26）と説明がされている。当時は合計 44 のホームが編成され、 1 つのホーム
は 37 名ないし 38 名である。 1 つの事例が示されている。その例によれば、普通科は 1 年（男 4：女
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2 ）、 2 年（男 3：女 2）、 3 年（男 6：女 1）、商業科 1 年（男 3：女 1）、 2 年（男 4：女 0）、
3 年（男 2：女 0）、家庭科 1 年（男 0：女 2）、 2 年（男 0：女 2）、 3 年（男 0：女 3）、農業
科 1 年（男 1：女 0）、水産科 1 年（男 2：女 0）と農業科と水産科は第一学年だけの生徒なので、
合計 38 名である。
平成になってからは、ホーム分けの作業のノウハウが手順化されている（ホーム制資料収集編纂委員










1992（平成 4）年の新 1 年生の場合、各ホームに 11 名から 12 名が振り分けられているが、第 9 ホー
ムの場合、普通科男子 4 名、理数科男子 1 名、商業科男子 1 名、情報処理理科男子 0 名、男子合計 6 名、
















































ンプ設営地になるので、ほとんど場所争いになることはないという回答を得た（1984 年 7 月の調査）。
これらのホームルーム独自の行事と平行して、生徒会の運営計画による行事には「球技大会、音楽コ
ンクール大会、体育大会、学校祭、討論会、学校予餞会、リーダー研修会」（同）がある。
ホームの運営例を挙げると 1990（平成 2）年度の次の 22 ホームの例がある。22 ホームは、若狭高
等学校の教育目標を「教養豊かな社会人」に置き、縦割りホームルーム制の理念を、 1）異質なものへ
の理解と寛容、 2）主体的な生き方を育てる、 3）ひとりひとりの個性を育てる、 4）生き生きとした












目標の（ 4）は、という縦割りホームルーム制の理念の 1 つである「ひとりひとりの個性を育てる」
を生徒自身の言葉で表現したものになっている。
図 1 は、ホーム 22 のホーム活動の 1 年の行事計画である。ホーム独自の活動計画としては、 4 月
9 日の「ホーム歓迎会」、 5 月 8 日の「遠足」、 7 月 21 日から 26 日までの「ホームキャンプ」、10 月
8 日の「競争大会」、10 月 17 日の「ホーム活動の日」、2 月 14 日に「ホーム討論会」が計画されている。
























教養豊かな社会人という言葉は 1949（昭和 24）年 7 月 18 日に発行された「若狭高校新聞」第 1 号
には見られないが、当時の校長であった中野定雄は「単位制度、ホームルーム制度等は最新の教育理論
に基づいた、世界に於ける最も進歩的な制度」（中野 1949、24）であると自覚されている。この中野定



































































32HR の運営方針には次のように「異質なものに対する理解と寛容の精神を培う」として 6 点を挙げ
ている（ホーム制資料収集編纂委員会 1997、50）。
「異質に対する理解と寛容の精神を培う」














明治 5 年 8 月 3 日の「学制」によって日本の学校制度が整備された。明治 5 年 12 月 3 日をもっ
て明治 6 年 1 月 1 日と太陰暦から太陽暦に改暦されたので、西暦では 1872 年 9 月 5 日のことであ
る。宮坂朋幸は、「学制」について、発令後、40 回以上の追加や修正がなされたずさんな法令であった
と評価するとともに、1873 年 3 月 15 日に発行された『ニューヨーク・タイムズ』を参考に日本だけ
でなくモンゴリアン人種にとって「世紀の偉業の 1 つ」であったと見られていたことを紹介している
























































































もとづく時期区分が前提となる。田中葉は 1949 年度から 1953 年度までを第 1 期、1954 年度か
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